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本特集号は、会報委員が持ち寄った鉄鋼周辺の独創的で興味
深い研究の記事で構成されています。巻頭のテクノスコープで
は、バイオミメティクス（生物模倣）を取り上げました。比較
的新しい研究分野で、身近な生物を観察することで新たなもの
づくりのヒントを得ようという研究です。すでに身の回りの多
くのものに採用されており、今後の展開が期待されます。
続く記事は、あのイグノーベル賞を受賞した北里大学名誉教

授　馬渕様にバナナの皮の研究例を交えた滑りのメカニズムに
ついてご執筆いただきました。授賞式の映像が思い出されます
が、今回、その研究内容の一端に触れることができます。

私も常温でセラミックスが出来るというエアロゾルデポジ
ション法について推薦しました。高温焼成が必須とされるセラ
ミックスが常温で形成できるというものです。実験中に偶然見
つけた現象ということですが、そういう現象を見逃さないよう
に研究に取り組みたいものです。
必ずしも鉄鋼に係る記事ばかりではありませんが、発想の転

換や研究する上でのアプローチの仕方など、参考になるものが
見つかるのではないかと思います。ぜひご一読下さい。
� （K.S.）
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広い温度領域・各種形状試料・特殊測定に対応します。

共振法応用の弾性率や内部摩擦等の物性測定・試験・計測装置の開発専門企業

日日本本テテククノノププララスス株株式式会会社社�� http://www.nihon-tp.com/
06-6390-5993� info@nihon-tp.com� 〒532-0012 大阪市淀川区木川東 3-5-21 第 3 丸善ビル

室温や比較的低温で最最もも信信頼頼性性のの高高いい装装置置

自自由由共共振振式式弾弾性性率率､､内内部部摩摩擦擦測測定定装装置置

JE-型型/JG-型型�� (RT 室温用､HT 高温用､LT 低温用)

〇高精度・簡単操作

高再現性・迅速測定

〇板状、線材の単純形状

〇最高温度：1000℃

弾性率と内部摩擦の高高温温測測定定でで最最高高のの装装置置

高高温温弾弾性性率率等等同同時時測測定定装装置置

EG-型型� (HT 高温用､LT 低温用)

〇最も信頼性の高い高温測定

〇ヤング率､剛性率､ポアソン比

内部摩擦同時自動測定

〇最高温度 1200℃

まてりあ

等方体や単結晶の弾性率と共に弾性定数 Cij
の測定で、最先端研究に大きく寄与

電電磁磁共共振振式式弾弾性性率率･･弾弾性性定定数数測測定定装装置置

CCⅡⅡ-型型� (RT 室温用､HT 高温用､LT 低温用)

〇より詳細な力学特性測定

弾性定数(弾性スティフネス Cij) から求め

るヤング率､剛性率、ポアソン比は高精度

〇新素材研究時の小試料で測定できます。

� 5mm 程度の直方体や円柱の測定。

〇単結晶、多結晶

〇最高温度 1200℃
〇自自動動解解析析ソソフフトト開開発発中中

� 現在､等方体と立方晶の

� 解析まで完成。順次他の

� 結晶に対応します。
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今号のテクノスコープでは、明治日本の産業革命遺産（世界
遺産登録）「韮山反射炉」から幕末の鉄づくり技術を探りまし
た。三重県安乗神社に保存される大砲から辿り着いた「過共晶
鋳鉄」とその製造方法の仮説検証、良質溶湯の証しとされる
「亀の甲銑」の由来の謎を追う姿は、まさに科学歴史ロマンで
す。DXとデジタルツインによる「もの」と情報の融合が進む
一方、情報過多ゆえに「もの」の本質への接近や興味がなんと
なく薄れていないかと、教壇やオンライン授業で感じることが
あります。先端技術への驚嘆だけなく、歴史に思いを馳せる精
神（的余裕）の涵養も技術者育成に肝要であろうと、所属機関

では産業技術史や科学技術教養の教育を積極的に取り入れてい
ます。本記事はその題材に打って付けであり、ぜひ参考にした
いと思いました。
前号の編集後記は東京2020の開幕直後に書かれたそうで、

この編集後記は同パラリンピックの大会8日目に執筆していま
す。この間、国内の感染状況は悪化し、夏の甲子園は開催され
三重国体は中止、アフガニスタンの新たな混乱と、国内外で矛
盾と混迷が拡大しています。ロマンを気兼ねなく語る気持ちと
場だけは失いたくありません。
� （H.S.）
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